
２０２１年８月の
参考銘柄

●アドバンスド・マイクロ・デバイシズ（AMD：NASDAQ）（$ 118.77）

1969年設立の老舗半導体メーカー。現在は演算処理（ＣＰＵ）・画像処理用半導体（ＧＰ
Ｕ）、チップセットの開発・販売専業企業。優秀な半導体設計者を他社から引き戻し、半導
体の性能に大きな影響を与える微細化でインテルに先行、データセンター向けや自動車向け
など成長分野の事業強化も図る。

●ペイパル・ホールディングス（PYPL：NASDAQ）（$ 275.5）

オンライン決済サービス大手。安心、簡単、受け渡し保証などを武器に勢力拡大中。世界の
100以上の通貨の支払いに対応。売上構成は米国が51％、英国が11％、その他が38％（20年
実績）。

●アマゾン・ドット・コム（AMZN：NASDAQ）（$ 3,354.72）

通販サイト大手。クラウドインフラ大手。創業者ジェフ・ベゾス氏退任後、アンディ・ジャ
シー氏がCEOに就任。

●ボックス（BOX：NYSE）（$ 24.39）

企業団体向けの「Box」を管理・運営する。顧客はアストラゼネカ、トヨタなど。ＡＴ＆Ｔ、
ＩＢＭ、マイクロソフトなどと提携している。

●メック（4971：東証１部）（100株 3,415円 約35万円）

銅表面処理剤を主力とする電子基板向け薬品メーカー。売上の過半は海外。21年12月期第一
四半期（1～3月）の業績は、売上高前年同期比24.7％増、営業利益同95.5％増と好調。第二
四半期以降も半導体パッケージ基盤の好調な需要が続き、自動車向けの多層基板の回復も見
込まれる。

●サイバーエージェント（4751：東証１部）（100株 2,007円 約20万円）

ネット広告代理店。スマホサービス、ゲーム、ネットテレビ局等。

●新光電気工業（6967：東証１部）（100株 3,710円 約38万円）

半導体パッケージ、リードフレーム大手。２０２２年３月期には売上高が過去最高になる見
込み。インテルにも供給。

●武田薬品工業（4502：東証１部）（100株 3,619円 約37万円）

２０２１年３月末にOTC医薬品や健康食品を取り扱うアリナミン製薬を売却し、医療用医薬
品に集中。がん領域の新薬開発に注力。神経疾患薬「ビバンセ」も好調に推移。9月中間期
末、配当90円を予定する。配当利回り４．９％（８月４日終値による）。

●Ｏｎｅグローバル中小型長期成長株ファンド 愛称：キセキ
（アセットマネジメントOne）
１．主として、日本を含む世界の中小型株式に実質的に投資を行い、長期的な値上り益の獲得をめざし
て運用を行います。２．銘柄選定にあたっては、外部環境の変化に高い耐性を持ち、自助努力による長
期的な成長を続けることが期待できる世界の優良企業に着目します。３．企業間のビジネス関係に着目
した銘柄分散により外部環境の変化への抵抗力を高めつつ、特に確信度の高い銘柄に厳選してポート
フォリオを構築します。

日本株

アメリカ株

投資信託

投資信託の買付時の手数料は、
約定代金の３．３％（税込み）です。

2021年8月5日終値

2021年8月4日通常取引終値
国内店頭取引の場合、日本
円で約30万円程度から

＜その他参考銘柄＞
マイクロソフト、アマゾン・ドッ
ト・コム、アルファベット、ビザ

２０２１年８月６日発行



※目論見書は、本店又は黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。

投資にあたってのご留意事項
手数料等について

■国内株式

国内株式の売買には、約定代金に対して最大1.265%（消費税込）の委託手数料が必要となります。

委託手数料が2,750円に満たない場合は2,750円（消費税込）

■外国株式

国内取次手数料

約定代金が7.5万円以下の場合・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

約定代金が7.5万円超50万円以下の場合・ ・ ・ ・

約定代金が50万円超の場合 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

現地諸費用:外国取引にかかる現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、

本書上でその金額等をあらかじめ記載することはできません。

「外国証券取引口座」を開設されていない場合は、口座開設が必要となります。

国内店頭取引の場合

当社の定める価格(現地終値の概ね2.5%上下の価格)・為替(午前と午後に基準為替を決定し、その0.5円上下)でのお取引となります。

◎

※

◎

◎

◎

◎

■投資信託

投資信託の場合は、各銘柄ごとに設定された販売手数料および信託報酬等諸経費をご負担いただきます。手数料の料率・額

は銘柄によって異なりますので、ここに具体的に記載することはできません。各銘柄の目論見書等をご覧ください。

◎

主なリスクについて

株価変動リスク◎

政治・経済、社会情勢等の変化により、株式相場等が変動し損失を被るおそれがあります。

信用リスク◎

有価証券等の発行者の信用・財務状況などの変化等により、価格等が下落したり、投資元本を回収できなくなったりするこ

とで、損失を被るおそれがあります。

流動性リスク◎

流動性の悪化または流通市場の混乱により、損失を被るおそれがあります。

為替変動リスク◎

外国為替相場の変動等により、受取金額が増減し損失を被るおそれがあります。

投資信託のリスクは、各銘柄により異なります。各銘柄の交付目論見書等をご覧ください。

当社が取扱う金融商品は、上記リスク等により損失が生じるおそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なりますので、

当該商品の契約締結前交付書面、目論見書、お客様向け資料等をお読みください。

※

このリーフレットは、お客様の投資判断の参考となる情報を提供することを目的としたものです。銘柄の選択・投資に関する最終判断は、お客様

ご自身の判断でお願いします。また、本リーフレットは、信頼できると思われる情報に基づき作成したものですが、その正確性・完全性を保証する

ものではありません。 このリーフレットの内容は、リーフレット作成時における当社の見通しであり、今後予告なく随時変更することがあります。

掲載した銘柄について、我が国の金融商品取引法による企業内容開示が行われていない場合や当社で買い持ち及び売り持ちしている
場合、当社の役職員が投資している場合があります。

２０２１年８月６日発行

約定代金の11%（消費税込）

8,250円（消費税込）

最大で(約定代金の1.00%+2,500円)×1.1（消費税込）

※


